






The structure of attitude for the Chinese welfare 





We have the similar situation seriously in Japan about the issue of welfare in China. 
Keeping away from the care is particularly serious among the young people in Japan, 
and the employment of foreigner for the care was suggested in the part, but there were 
many problems in the welfare spot, and there is a tendency to avoid them. 
So I think that there may be some differences of not only the culture but also the attitude 
toward the care. 
Therefore, as the result of survey for Chinese students about the consciousness and 
attitude of young people for the care, the following became clear. 
On the result, I could find the influence of one –child policy in the urban area in China, 
but there was little influence in the farm area in China. 
It tells that the young people’s interest about the care was high in China, and they 
considered about the issue of senior citizen. 
There were students, who filled in the bad working conditions, the lack of the worth 
doing, and the bad employment in this field. 
Though there were students who demanded new policy and public assistance from 
Chinese government, the traditional home care and the concept of self-help effort stayed 
yet, even today. 
 









中国では 65 歳以上の高齢者人口が 2050 年には 3 億人を越えると予想されている１）。中国の社































 中国の親の扶養義務については、中国の憲法第 49 条に「親は未成年の子を扶養する義務が
 93 
ある。成人した子が親を援助し、扶養する義務がある」と規定されている。また、高齢者の定
義は、日本では 65 歳上であるが、中国では 60 歳以上である。さらに「中華人民共和国老人権
益保障法」では、社会保障は教育、社会参加、施設整備等の高齢化対応に関する基本的な考え
方が規定されている。第 10 条では「老人扶養は主に家庭に頼り、家族が老人に関心を寄せ、家
族が老人の世話をしなければならない」と記されている 7）。  
 中国の福祉施設の状況は、2006 年度現在、高齢者施設は全国で 38,097 施設、小規模で施設
は数が少ない。中国は年金制度があるも、都市部だけで農村地帯ではほとんど存在しない。 
 中国の高齢者施設を表１に示した 8）。中華人民共和国民生部より、５つの施設区分がある。 
 
表１ 中国の高齢者施設 








老年公寓（Hostels for Elderly） 
高齢者の体力と心身の特徴に合わせて作られたアパート式高齢者住宅。飲食、清潔衛生、レク
リエーション、医療保健等のサービスがある。 
護老院（Homes for Device-alded Elderly） 
要介護高齢者を受け入れ、晩年を無事に過ごすことができるように設置する社会的扶養サービ
ス機構。飲食、清潔衛生、レクリエーション、医療保健等のサービスがある。 






















































中国（農村・山岳部）の調査の回答は 300 人の学生を対象とし、250 人の学生から回答を得
た（回答率 83.3％）。その中で有効回答 248 人を分析した。年齢構成は 13 歳から 26 歳で、平














































































































図５ 介護現場で働きたいとは思わない理由      図６ 中国の高齢者問題をどう思うか 
 
３・1・10.高齢者の生活の状況 (表 3) 
 中国（農村・山岳部）の質問紙調査では高齢者を 60 歳以上と思っている若者が 52.4％、65
歳以上が 35.5％と８割強が回答していた。一般的に中国では高齢者は 60 歳以上、日本では 65
歳以上を示していたが、知識としてはある程度持っていると考えられる。 
 
表２ 老人福祉に関する行政への希望 （％）ｎ＝248      
    
はい いいえ 分らない
①在宅サービス 216 (87.1) 10   (4.0) 22   (8.9)
②施設サービス 221 (89.1) 14   (5.6) 13   (5.2)
③介護員ヘルパー 203 (81.9) 29 (11.7) 16   (6.5)
④養成制度充実 209 (84.3) 23   (9.3) 16   (6.5)
⑤雇用条件 190 (76.6) 27 (10.9) 31 (12.5)  
 
表３ 何歳以上が高齢者だと思うか （％）ｎ＝248 
    
60歳以上 65歳以上 70歳以上 75歳以上 80歳以上
































 表４ どの時期、どの状態が高齢者と思うか   （％）ｎ＝248 
 
はい いいえ 分らない
①身体が不自由 166 (66.9) 65 (26.2) 17 (6.9)
②年民受給 155 (62.5) 78 (31.5) 15 (6.0)
③子どもに養われる 121 (48.8) 112 (45.2) 15 (6.0)
④配偶者と死別 92 (37.1) 133 (53.6) 23 (9.3)
⑤介護が必要な時期 177 (71.4) 58 (23.4) 13 (5.2)  
 
 表５  世代間の交流に考え方  （％）ｎ＝248 
 
交流したい 余り交流したくない どちらでもよい


























公的年金 138 (55.6) 85 (34.3) 25 (10.1)
貯金・自分の収入 128 (51.6) 102 (41.1) 18   (7.3)
家族が面倒見る 215 (86.7) 14   (5.6) 19   (7.7)  
表7 高齢者は一般に優遇されていると思いますか？  （％）ｎ＝248 
そう思う まあまあそう思う あまりそう思わない そう思わない
184 (74.2) 42 (16.9) 15 (6.0) 7 (2.8)  
表8 高齢者に差別や偏見があると思いますか？ （％）ｎ＝248 
大いにある ある 多少ある 余り無い 全く無い 分らない














表9 高齢者のイメージについて     （％）ｎ＝248 
はい いいえ わからない
経験や知恵が豊かである 177 (71.4) 55 (22.2) 16　 (6.5)
古い考えにとらわれがち 156 (62.9) 63 (25.4) 29 (11.7)
時間に束縛されない 172 (69.4) 54 (21.8) 22 　(8.9)
健康的な生活習慣を実践している 175 (70.6) 45 (18.1) 28 (11.3)
心身が衰え健康面に不安が大きい 177 (71.4) 46 (18.5) 25 (10.1)
資産があり経済的に余裕がある 126 (50.8) 86 (34.7) 36 (14.5)
経済的に不安である 146 (58.9) 73 (29.4) 29 (11.7)
社会貢献している 168 (67.7) 52 (21.0) 28 (11.3)
社会に役に立っていない 80 (32.3) 142 (57.3) 26 (10.5)
孤独である 165 (66.5) 52 (21.0) 31 (12.5)  
 
表10 高齢者への今後の対応   （％）ｎ＝248 
優遇すべき 今のままでよい 現代世代の重視 分らない









表 11 兄妹の比較 Ａ中国・Ｐ中国・Ｊ日本 
（Ａ中国）：本研究（Ｐ中国）：丁珂（日中比較調査）（Ｊ日本）：丁珂（日中比較調査） 
 
  　　調査名　（年） 年齢 1人 ２人 ３人 ４人以上
　A中国　(2008年実施)   ｎ＝248 13～26歳 102 (41.1)  98 (39.5) 30 (12.1) 18 (7.3)
　P中国  （2007年実施）ｎ＝1,037 18～24歳 733 (70.7) 231 (22.2) 50  (4.8) 23 (2.2)
　 J 日本　 （2007年実施）   ｎ＝592 18～24歳 57 (9.7) 322 (54.4) 184 (31.0) 29 (4.9)  
 





















Ａ中国 21 (8.5) 170 (68.5) 　　　　45 (18.1) 　　3 (1.2) 　　2　 (0.8) 　　　7 (2.8) 0 　 (0)
P中国 142 (13.7) 228 (21.9) 　　　204 (19.6) 　31 (3.0) 　　337 (32.4) 　　81  (7.8) 19 (1.8)































Ａ中国(山岳部)                    ｎ＝248 157 (63.3) 36 (14.5) 36 (14.5) 8    (3.2) 6 (2.4)
Ｐ中国(都市部)　n=1021 483(47.4) 393 (38.5) 30  (2.9) 29    (2.8)
Ｊ日本・大学 n=583 256(43.7) 54   (9.2) 58  (9.9) 217 (37.0)
 
4・１ 個別性の調査結果 
4・１・１ 被調査者 Aの分析結果と総合解釈 
 Aは留学生、中国人 18歳 女性 日本に来て２年目である。福祉学を学ぶ。中国の都市部
で育ち兄弟は２人。資料の調査手順に沿って実施した。調査結果は図６に示した. 
 









          図６ （中国）学生 A のデンドログラム 
1) 左の数字は重要順位 





























Ａ中国(山岳部)                     ｎ＝248 157 (63.3) 36 (14.5) 36 (14.5) 8    (3.2) 6 (2.4)
Ｐ中国(都市部)　n=1021 483(47.4) 393 (38.5) 30  (2.9) 29    (2.8)





























４・1・２ 被調査者 Bの分析結果と総合解釈 

























































図７ 日本人 Bのデンドログラム 
1) 左の数値は重要度 
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